
市ガス事業民営化の経緯、

市ガス事業の現況等について

資料４

松江市
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松江市都市ガス事業の概要

平成町のガス生産設備から

総延長 243.3㎞ のガス管を通じて

お客様（需要家の皆様）12,145件 へ

都市ガスを供給 （令和5年3月31日現在）

供給区域（旧市内）

松江市ガス局

ガス生産設備

松江市役所

ガス局
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お客様件数の推移（件）

直近の状況 （単位：件）

R4.3.31 R4.9.30 R5.3.31 R6.3.31

お客様件数 12,321 12,201 12,145 11,980

（推計）

松江市都市ガス事業 お客様件数の推移

お客様件数は、

・オール電化住宅などガス以
外の燃料との競合

・人口減少

などにより、過去20年以上
減少を続ける

過去10年の減少数：▲1,796件（▲12.9%）
過去20年の減少数：▲3,898件（▲24.3%）

（※）H10のお客様件数：16,226件
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松江市都市ガス事業 販売量の推移

【家庭用】
・お客様件数とともに減少
傾向

【医療用】
・大型病院の動向に左右
・感染症対策による空調
需要などにより近年増加

【商業用】
・他の燃料への転換などに
より減少傾向

（単位：千㎥）

（※）H17の全体販売量：10,471千㎥

8,377  8,543 8,286  7,925  8,035  8,483  7,868  7,841  7,721  8,110  7,850 

4



松江市ガス事業 財務状況（R4年度決算）

項 令和4年度 令和3年度 比較増減 増減率(％)

営業収益 1,625,313 1,339,798 285,515 21.3

営業雑収益 31,698 19,995 11,703 58.5

附帯事業収益 247,152 226,285 20,867 9.2

1,904,163 1,586,078 318,085 20.1

営業外収益 74,151 27,887 46,264 165.9

74,151 27,887 46,264 165.9

1,978,314 1,613,965 364,349 22.6

項 令和4年度 令和3年度 比較増減 増減率(％)

営業費用 1,424,266 1,146,887 277,379 24.2

営業雑費用 29,887 18,724 11,163 59.6

附帯事業費用 229,849 212,167 17,682 8.3

1,684,002 1,377,778 306,224 22.2

営業外費用 19,427 25,405 ▲ 5,978 ▲ 23.5

19,427 25,405 ▲ 5,978 ▲ 23.5

⑥ガス事業費用合計 1,703,429 1,403,183 300,246 21.4

220,161 208,300 11,861 5.7

54,724 2,482 52,242 2,104.8

274,885 210,782 64,103 30.4

274,885 210,782 64,103 30.4

⑤営業外費用合計

⑦営業等収支（①-④）

⑧営業外収支（②-⑤）

⑨経常収支（⑦+⑧）

当年度純利益（③-⑥）

④営業費用等計

②営業外収益計

③ガス事業収益合計

(単位：千円・税抜)

①営業収益等計

(単位：千円・税抜)

令和4年度 令和3年度 比較増減 増減率(％)

260,400 155,000 105,400 68.0

2,409 1,710 699 40.9

262,809 156,710 106,099 67.7

項 令和4年度 令和3年度 比較増減 増減率(％)

建設改良費 289,207 186,583 102,624 55.0

306,664 319,469 ▲ 12,805 ▲ 4.0

595,871 506,052 89,819 17.7

▲ 333,062 ▲ 349,342 16,280 ▲ 4.7

企業債償還金

⑪支出合計

収支差引（⑩-⑪）

工事負担金

⑩収入合計

（単位：千円、消費税及び地方消費税込）

項　　目

企業債

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額333,062千円は、当年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調整額24,630千円、過年度分損益勘定留
保資金211,480千円及び当年度分損益勘定留保資金96,952千円で補填。

収益的収支
資本的収支
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松江市ガス事業 収支・企業債残高の推移

【収支の推移】
近年は約２億円程度の経
常利益を確保している。

【企業債残高の推移】
返済が進んでいるもの
の、約20億円の企業債残
高となっている。

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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松江市ガス事業 内部留保資金・累積欠損金の推移

【累積欠損金の推移】
企業債残高の逓減に伴
い、令和５年度決算で解
消する見込み。

【内部留保資金の推移】
近年、増加傾向である
が、顧客数減により横ば
いとなる見通し。

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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松江市ガス事業 民営化検討の経緯 ①

・民営化の方向で検討すべきである
・H17年度以降に再度、具体的に検討すべきであ

る
・H22年度以降の単年度黒字化に向かって努力す

ること（H22決算以降経常黒字）

平成29年の都市ガス小売り全面自由化以降に
民間譲渡を実施した自治体にかかる調査や、
本市ガス事業にかかる事業価値の算定などを
行ってきた

ガス事業経営検討委員会
外部委員会：H14.7月～H15.2月

・民営化が顧客に不利益を及ぼさず、松江市民お
よび松江市全体にメリットを生み出すものであ
ること

・民営化方式は、事業譲渡方式の採用が望ましい
・民営化時期は、事業価値が企業債残高に資産価

値を加えた額を上回る時期が望ましい

8

ガス事業経営検討委員会
外部委員会：H17.12月～H18.11月

ガス事業経営検討（検証）委員会
外部委員会：R元.5月～R元.9月

令和元年10月に市長へ報告
・一般的な事業価値の算出法であるディスカウン

トキャッシュフロー法などを用いて算出した価
値が負債を上回る時期が来ている状況から、ガ
ス事業の民営化を実現する時期を迎えたと考え
る

令和3年春以降



松江市ガス事業 民営化検討の経緯 ②－１
令和３年４月 現市長就任

過去3回（平成14年、平成18年、令和元年）の外部委員会の検討を踏まえ、近年、民間譲渡を
実施した自治体にかかる調査などを実施

令和５年２月 27日 市議会２月定例会 市長答弁
「本市ガス事業の在り方について早期に結論を得ることが必要であるものと認識しており、今
後速やかに必要な検討を進めてまいります。」

令和５年７月 上旬 都市ガスのお客様に、本市ガス事業を取り巻く環境についての説明資料を配布

30日・31日 上記資料についての説明会を開催 ▶ 会場 市役所 ▶ 参加者数 合計77人

令和５年８月 ２日 市長定例記者会見
持続可能な都市ガス事業を実現するため「民間譲渡が最良の選択」と判断

４日 市議会全員協議会 上記会見内容を説明

10日 松江市ガス事業協力組合・松江市ガス局協力業者
市長との意見交換を求める陳情を市議会に提出

25日 島根県LPガス協会松江支部
市長との意見交換を求める要望書を市長及び市議会に提出

29日 市長定例記者会見 「松江市ガス事業民営化基本方針」を策定 9



松江市ガス事業 民営化検討の経緯 ②－２
令和５年９月 上旬 全てのお客様に、市長定例記者会見の内容をお知らせする文書を配布

５日 市議会９月定例会 開会
「松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例」案 提出

14日 松江市ガス事業協力組合・松江市ガス局協力業者
市長との意見交換を求める要望書を市長に提出

令和５年10月 ２日 市議会９月定例会 閉会
松江市ガス事業協力組合・松江市ガス局協力業者からの陳情 採択
「松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例」案 閉会中の継続審査へ
（お客様、関係事業者への説明が不十分）

４日 島根県LPガス協会松江支部 市長との意見交換 開催

19日 松江市ガス事業協力組合・松江市ガス局協力業者 市長との意見交換 開催

令和５年11月 ５日～19日 市内15公民館で民営化方針についての説明会 開催 ▶ 参加者数 合計116人

６日～現在 お客様宅を個別訪問 ▶ 訪問状況 515件訪問 222件説明
10



松江市ガス事業 民営化検討の経緯 ②－３
令和５年12月 16日～17日 ガス展来場者への資料配布 ▶ 配布件数 745件

20日 市議会11月定例会 閉会
「松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例」案 可決

21日 松江市ガス事業協力組合・松江市ガス局協力業者 市長との意見交換 開催（２回目）

令和６年３月 ５日 松江市ガス事業協力組合
松江市ガス事業民営化譲渡先選考委員会への参加を求める要望を市長に提出（資料５）

14日 上記要望に対して書面回答
…委員として参画していただくことはできないが、譲渡先の公募要件に盛り込む内容に
ついて意見を聞き、松江市ガス事業譲渡先選定委員会に伝える旨回答（資料５）

令和６年４月 １日 島根県LPガス協会松江支部
「松江市ガス事業民営化手続きについて（要望）」を市長に提出（資料６）

16日 第１回「松江市ガス事業譲渡先選定委員会」開催 11



松江市ガス事業 民営化の必要性

・電気・ガス小売全面自由化により、総合エネル
ギー市場が創出され、各インフラ分野を組み合
わせたサービス提供が進展

・菅首相（当時）の「2050カーボンニュートラル
宣言」を受け、都市ガス業界は原料を天然ガス
から「e-methane（合成メタン）」に転換する方
針

・顧客数は直近10年間で12.9％減少
・供給区域内利用率は3割を下回り、公営ガス事

業者17者中最下位水準
・販売量は10年前と比較して6.3％減少
・顧客数や販売量の減少を止めることができな

ければ料金値上げを検討せざるを得ない状況、
先行きは非常に厳しい

人口減少・カーボンニュートラルなどの環境
変化に迅速・柔軟に対応し、時代に即した
「多様なサービスの提供」や、「地域活性化
への貢献」を果たしうる経営形態への移行＝
「民営化」が必要

本市都市ガス事業の現況

・民間都市ガス事業者は「ガス・電気セット割
引」をはじめとする多様なサービス提供によ
りお客様の満足度向上を図るが、公営ガス事
業者は原則としてガス販売しかできない

・全国の多くの地域で、民間事業者が都市ガス
を供給（公営ガス事業者 平成10年：70者⇒現
在：17者）

したがって

12

都市ガス事業を取り巻く環境の変化

公営ガス事業の限界



民営化の目的・理念

松江市

お客様
(市民の皆様)

地域経済

①市民サービスの向上
②持続可能なガス事業
③将来負担の減少
④税収の増

①地元雇用の創出
②地域経済の活性化
③地元企業の参加・連携

①多様なサービス
②持続可能な事業
③安全・安心な事業
④安定した料金

本市における都市ガス事業が将来にわたり健全に継続されることを基本に、
民営化が顧客に不利益を及ぼさず、

松江市民および松江市全体にメリットを生み出すものであること

お客様・地域経済・松江市の「三方よし」の持続可能な都市ガス事業の実現を図る

13



民営化の基本的考え方

・現在の保安水準を維持・向上し、安定的かつ継
続的なガス供給（原料調達を含む）を行うこと

・ガス設備の維持・更新・運用を適切に図ること

安全・安心で安定した供給の確保

14

人材の確保・育成による技術継承と
経営体制の確立

お客様へのサービス内容と
満足度の向上

・ガス料金の水準が安定的に推移するよう、経営
の効率化と透明性の確保を図り、多様なサービ
スの提供などを通じて、お客様満足度の向上を
図ること

公益性及び安定した経営基盤の確保

・都市ガス事業に求められる公益性を認識し、経
営基盤・経営能力・技術的能力を確保すること

・職員の確保・育成・活用により、保安水準の維
持・向上のための技術を確実に継承するなど、
適切な経営体制を整えること

・本市の政策（松江市総合計画‐MATSUE DREAMS
2030‐等）に協調した事業展開を図ること

・地元経済界と連携を図り円滑に事業を実施する
とともに、地域の発展につながる事業を展開す
ること

・地元雇用の拡大に努めるとともに、地域経済に
貢献すること

地域経済の活性化

本市との緊密な連携



民営化の手法

 施設及び営業権のすべてを民間事業者
へ売却する「完全譲渡」を基本とする。

 「公募型プロポーザル方式」を採用す
る。公募条件、評価基準は、譲渡先選
定委員会において決定する。

 公募開始から優先交渉権者決定までに
７～１２か月程度、民営化前の引継ぎ
に概ね１年程度が見込まれる。公募手
続きのスケジュールは、譲渡先選定委
員会において決定する。

 適正な事業価値評価に基づき、最低譲
渡価格を設定する。

15

 事業譲渡日以降も履行期間が残る既存
の契約・覚書等については、原則とし
て当該契約等にかかる本市ガス局の地
位を事業継承者が継承する。

 原則として本市は、事業継承者の経営
への関与は行わない。ただし、譲渡契
約書及び事業提案内容の履行確認を行
うため、一定期間、事業継承者に本市
への報告を求める。

 本市ガス事業の民営化を円滑に推進す
るため、ホームページ等により、お客
様や市民、関連事業者などへ、民営化
の進捗等についてお知らせする。



最後に

 都市ガスの縮小

 人口減少によるお客様の減少

 脱炭素に向けた機器の効率化による需
要の減少

 民間事業者の取り組み

 電気小売りによる総合エネルギー産業
化

 リフォームへの参入によるガス利用の
提案

 ご家庭へ訪問する事業形態を活かした
水回り駆け付けサービスなどで収益増

 公営ではできないことを民間にお願いし、
都市ガス事業の継続を図ります。

16

 先例市（福井市、金沢市）を参考に料金水
準の維持を図ります。

 公募条件：５年（福井市、金沢市）

⇒ 譲受者の提案は１０年維持

 譲受者による割安なメニューの導入

⇒ 電気セットプラン（福井、金沢）

⇒ ｶﾞｽﾌｧﾝﾋｰﾀｰﾌﾟﾗﾝ（福井）

⇒ 衣類乾燥機ﾌﾟﾗﾝ（金沢）

⇒ 一般料金値下げ（金沢）

 ガス事業法により、『経理的基礎及び技術
的能力』がある事業者が許可基準となって
います。


